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平成30年度第2回部門理事会・評議員会合同会議について

　11月28日、メルパルク大阪で平成30年度第
2回部門理事会・評議員会を開催しました。
　会議に先立ち行われた記者懇談会では、今
井会長が市場環境および業界動向とJIMGAの
活動報告、中でも当面注力する個別課題とし
て「災害対策」「放置容器の撲滅」「MGR認
定制度」について説明しました。
　質疑応答では、RFタグの普及状況に関する
質問に対して、「まだ予定本数には届いていな

いが小容器への対応等、普及推進を継続する」と回答しました。また消費税増税対応の質問に
ついては、「前回の増税時に届け出た『転嫁・表示カルテル』に基づき、各地域調査会にて確
実に増税分を転嫁できるように対応していく」と回答しました。

　部門理事会・評議員会合同会議では、理事会が産業ガス部門定数10名のうち9名、医療ガス
部門定数10名のうち7名が出席、評議員会が産業ガス部門定数37名のうち27名、医療ガス部
門定数49名のうち32名が出席しました。
　今井会長は挨拶の冒頭で、JIMGA元会長の豊田昌洋氏（エア・ウォーター㈱）の旭日重光
章の受章に触れ、同氏が業界の地位向上に大きく貢献されたとして業績を称えました。続い
て、9月~11月に実施した各地域本部との意見交換に基づき、各地域の災害対策状況について
報告、行政・会員企業・JIMGA本部および地域本部の連携の重要性を強調しました。また、
放置容器の危険性を改めて指摘し、ワーキンググループ等でより効果的な予防対策の検討を
求めるとともに、会員に対してもJIMGAへの情報提供を呼びかけました。関連して容器の長
期停滞防止には、RFタグによる容器管理が有効であることから、改めて会員にRFタグの導入
を促しました。
　その後、議長に選出された今井会長の進行
により、3議案（入会希望事業者審査の件、組
織変更の件、規程類整備の件）の審議および
決議が行われ、全会一致で承認されました。
　報告事項では、医療ガス部門、産業ガス部
門の平成30年度上期活動報告および収支計算
書報告、ならびに電力問題への対応等が報告
されました。詳細は平成31年3月発行の「産
業ガ スレポート」に掲載します。
　 　　　（広報委員会 事務局　石原 智子）
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会長挨拶

記者懇談会の様子
（左より川本副会長、今井会長、加藤専務理事）

記者懇談会

部門理事会・評議員会合同会議
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会員紹介　－秋酸工業株式会社 秋田工場ー

　秋酸工業株式会社秋田工場は、株式
会社相場商店の100%出資会社として、
昭和50年に各種高圧ガスの充塡を主業
に営業運転を開始しました。
　旧工場は平成3年に一部増改修工事を
行いましたが、建築から40年以上が経
過し、設備等にも老朽化が目立つように
なったため、相場商店ガスセンターに隣
接する旧秋田液酸工場跡地に、新工場を
建設しました。平成28年9月に着工し、平成29年6月に全面操業を始め、酸素ガス、窒素ガ
ス、アルゴンガス、炭酸ガス、圧縮空気（29.4MPa）の充塡と容器耐圧検査（50MPa）を行
っています。

　新工場は旧工場に比べて1.5倍の広さとなりました。設備は安全性や自動化に重点を置き
ました。充塡所内の設備配置にも工夫を凝らし、天井からの自然光の導入や工場二階事務所
の随所に秋田杉を使用するなど、従業員の作業環境・衛生面の向上・省力化を確保した最新
鋭の設備になっています。
　酸素はCEや充塡室を医療用と工業用に分け、出入口を自動ドア（一部二重）にして粉塵等
が入りづらい構造とするとともに、エアコンも設置しました。医療用酸素は、19.6MPaならび
に14.7MPa容器を同時に160本充塡できるようにし、室内は土足厳禁としました。医療用酸素
の充塡方式を、季節差が出やすい圧力充塡方式から重量充塡方式へと変更し、病院やHOT（在
宅酸素療法）向けに盤石な供給体制を整えました。
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沿革

新工場の設備

新充塡工場外観

新工場充塡作業場
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 東日本大震災の教訓から、長期停電時の医療用酸素供給のため、充塡および分析に対応し
た非常用発電機を備えております。炭酸ガスも医療機関の需要拡大に対応した、医療用二酸
化炭素の充塡を可能にしました。
　工業用酸素、窒素、アルゴンの充塡では、遠方より電光掲示板で充塡状況が監視できる設
備になっております。全ての容器の入庫→充塡→出庫の流れは一方通行になっており、効率
的な移動が可能になりました。高圧ガスの分析は、配管を施すことにより、サンプリング容
器を分析室に持ち運ぶことなく行うことが可能になりました。LGC・カードル充塡場は、計
量器および左右床に容器運搬用のローラーコンベヤー、天井には2.8トンの横行式クレーン
を設けるなど、作業負担の軽減に努めました。容器再検査は、従来型の水槽式に代わり、新
たに非水槽式の検査装置を導入したほか、自動塗装装置を配備しました。一般複合容器にも
対応した容器再検査設備も設けました。
　このように、顧客のニーズの変化に対応するため高品質な高圧ガスを効率よく充塡できる
設備となっております。

 当社は自主保安の確立と法令遵守のもと、無事故、無災害を目指しております。保安につ
いては、毎月社内の勉強会を開催しており、社外の講習会・研修会にも積極的に参加してス
キルアップに努めています。万一に備えて、緊急時対応も含めた年一回の構内共同防災訓練
を実施して万全な体制を整えています。
 安心・安全・高品質なガス製品の安定供給に力を注ぎ、地域産業の発展に貢献していきた
いと思います。
                                                                            （秋酸工業株式会社 秋田工場　工場長　伊藤 広志）
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保安について

医療用酸素充填場（小容器）
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水素技術WG平成30年度研修会

　水素技術WGでは12月7日に、今年度
第3回技術WG会議を兼ねて、沖縄県宮
古島市にて研修会を行い、14名が参加し
ました。
　宮古島は沖縄本島から南西約300㎞、
東京からは約2,000㎞の距離に位置し、
豊富な自然・景観資源を有しています。

　宮古島市は、2008年の「エコアイラン
ド宮古島宣言」をきっかけに、CO2排出
量を2050年までに2003年比で70％削減
する目標を掲げ、さまざまな取り組みを
進める中で、2017年7月に沖縄県初、そ
して日本の離島地域で初のスマート水素
ステーション（SHS）が宮古空港で稼働
を開始しました。今回は宮古空港を運営する、宮古空港ターミナル株式会社を訪問し、総務部
の下地様にご案内いただきました。
　既存の太陽光発電システムにSHSを接続する設備では、再生可能エネルギー由来でCO2フリ
ーの水素を製造します。燃料電池自動車（FCV）「クラリティFUEL CELL」の運用と合わせて、
空港施設のCO2排出量低減はもちろん、島外からのエネルギー輸送コストなど離島が抱えるエ
ネルギー問題解消の手段の一つとして、エネルギーの地産地消を実現しようとする試みだそ
うです。
　本施設では、水素を製造する「高圧水電解システム」、水素を貯蔵する「蓄圧タンク」と燃料

電池自動車に水素を供給する「デ
ィスペンサー」などが一つにパッ
ケージングされており、製造量は
1.5㎏／日、常用圧力は35MPaとな
っています。
　また塩害対策のため、SHSは建屋
の中に設置され、水素製造には除
塩フィルターを通した空気が利用
されています。供給される電気は
すべて、貨物ターミナル屋上のソ
ーラーでまかなわれています。
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スマート水素ステーションの見学

SHS外観

宮古島のスマート水素ステーション
（SHS）には塩害対策が施され、
建屋の中に設置されています。

クラリティFUEL CELL



2018年 12月27日　JIMGAnews　第49号

5

　宮古空港ターミナル㈱の見学後は、島内
にあるエコ関連施設を見学し、エコパーク
宮古⇒バイオエタノール製造施設⇒地下ダ
ム資料館⇒メガソーラー実証施設を順に巡
りました。
　中でも地下ダムは興味深いものでした。
サンゴ礁が隆起してできた石灰岩から成る
宮古島では、かつては土壌面から浸透した
降水（地下水）が海へ流れ出していました
が、それを地下でせき止めるようにしたの
が地下ダムです。資料館では、大型地下ダムの建設技術や構造、地下水のメカニズムを映像
や模型で見学しました。

　見学後、平良港ターミナルビル研修室に移動して技術WG会議を行いました。
　会議では、今期取り組んできた、「水素ガスハンドブック改訂版」の完成についての報告
および水素スタンドに関連する今後の活動テーマ等に関して協議を行い、とても充実した一
日を終えました。
　世界的な地球温暖化対策の流れの中で水素技術は注目を集めており、今回の研修ではエネ
ルギー環境の向上がますます期待されていることを改めて実感しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水素技術WG 事務局　山本 卓也）
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WG会議

エコ関連施設の見学

研修会参加メンバー

水素エネルギー社会についての説明パネル
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医療ガス部門からのお知らせ
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            〒105-0012 東京都港区芝大門２丁目８番１３号 サクセス芝大門ビル４階　TEL.03-5425-2255 FAX.03-5425-2256　

名　前： 城　久尚（じょう　ひさなお）

現住所： 東京都品川区

生年月： 1967年8月

略　歴： 1993年4月　大同ほくさん㈱ 入社 堺研究所勤務

　　　　　1999年7月　大同ほくさん㈱ ガス化学研究所

　　　　　2007年7月　エア・ウォーター㈱ 総合開発研究所(松本)

　　　　2011年7月　エア・ウォーター㈱ 

                                          医療カンパニー医療機器センター

　　　　2016年7月　ミサワ医科工業㈱ 代表取締役社長

　　　　2017年4月　斎藤医科工業㈱ 代表取締役社長

　　　　2018年11月　JIMGA 医療ガス部門 常務執行役員

ランニングが趣味です。土日にまとめて走っていますが、新たな土地を走るようになり、
とても新鮮でワクワクしています。

趣　味：

着任時は慣れない仕事に対する戸惑いもありましたが、1か月経過し、少しずつ業務に
も慣れてきました。器用な方ではないので、一生懸命やることしかできませんが、今
の気持ちを忘れることなく、がんばって参ります。

抱　負：

新事務局員の紹介

ホームページのリニューアルについて

　JIMGAホームページは、2014年にトップページを更新した後、コンテンツを増やすなどのマ
イナーチェンジを繰り返してきましたが、逆にサイト構造が複雑化してしまい、欲しい情報に
なかなかたどり着けなくなっています。
　会員の皆様が必要とする情報をタイムリーに提供すること
を第一に、実際に活用されている情報へのアクセスをシンプ
ル化、また関連情報も併せてご提供できるサイトに大改造しよ
うと考えています。
　会員の皆様からも是非ご意見をいただきたく、下記URLに簡
単なアンケートを掲示しております。ダウンロードのうえ、メ
ールあるいはFAXにて広報委員会事務局までご回答のほどお願
いいたします。

　http://www2.jimga.or.jp/dl/kyokai/jimga_form.pdf
                                                                            （広報委員会 事務局）
　

アンケート用紙
イメージ


